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最
近
の
敬
慶
主
義
研
究

1
特
に
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
を
め
ぐ
っ
て
一

中

谷

博

幸

一

　
こ
こ
十
数
年
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
て
、
敬
震
主
義
爵
簿
冨
ヨ
話
に
関
す

る
研
究
が
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
『
敬
震
主
義
と
近
代
。
近
代

プ
。
テ
ス
タ
ソ
テ
・
ズ
ム
史
年
静
が
一
九
七
四
年
よ
り
刊
行
さ
れ
て
お
戦

一
九
八
四
年
で
九
巻
を
数
え
て
い
る
。
敬
遠
主
義
者
達
の
著
作
も
、
少
し
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
で
は
あ
る
が
、
刊
行
さ
れ
始
め
て
い
る
。
ま
た
『
敬
虐
主
義
史
叢
書
』
が

一
九
八
四
年
六
月
現
在
で
二
十
二
巻
に
為
し
た
。
そ
の
他
、
著
作
、
論
文
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

あ
い
つ
い
で
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
活
発
な
研
究
状
況
の
中
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
お
け

る
最
近
の
研
究
動
向
の
一
面
を
紹
介
し
た
い
。
ド
イ
ツ
以
外
で
も
、
ア
ー
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ス
ト
・
シ
ュ
テ
フ
ラ
ー
国
旨
。
馨
ω
8
0
臨
霞
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
研
究

も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
わ
が
国
で
は
、

ま
だ
敬
虚
主
義
に
関
す
る
研
究
が
殆
ど
す
す
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
状
況
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
紹
介
も
、
少
し
の
意
味
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
叢
叢
主
義
に
つ
い
て
、
う
ん
ぬ
ん
す
る
時
、
ま
ず
問
題
と
な

る
の
が
、
　
こ
の
雷
葉
に
よ
っ
て
何
を
さ
す
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
人
に

よ
っ
て
そ
の
内
容
は
か
な
り
異
な
る
。
今
、
暫
定
的
に
タ
ル
ト
・
ア
ラ
ソ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

類
に
答
諺
罫
⇔
似
の
見
解
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
彼
は
敬
虚
主
義
を
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
考
え
る
。
一
つ
は
改
革
派
敬
慶
主
義
。
こ
れ
に
は
イ
ギ

リ
ス
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
嘉
慶
主
義
と
ド
イ
ツ
の
改
革
派
中
震
主
義
と
が

含
ま
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
ル
タ
ー
派
敬
震
主
義
。
こ
れ
に
は
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー

や
罵
嵩
や
唱
宣
悶
。
び
ω
娼
羽
風
（
一
六
三
五
i
一
七
〇
五
）
、
フ
ラ
ン
ケ
｝
鄭
α
q
償
暮

踏
o
H
B
p
昌
⇔
切
早
耳
。
匿
Φ
（
一
六
六
三
1
一
七
二
七
）
、
ヴ
ュ
ル
テ
ソ
ベ
ル
ク
に
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お
け
る
敬
震
主
義
、
及
び
ツ
イ
ソ
ツ
ソ
ド
ル
フ
箔
岬
9
窪
ω
ぴ
巳
惹
σ
q
O
障
h

〈
o
⇒
§
暴
Φ
⇔
α
o
跳
（
一
七
〇
〇
一
一
七
六
〇
）
が
含
ま
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ド
イ
ツ
敬
震
主
義
に
お
け
る
急
進
的
分
離
主
義
的
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
こ
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
ル
タ
ー
派
敬
慶
主
義
、
特
に
シ
ュ

ペ
ー
ナ
1
理
解
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。
一
般
に
ル
タ
ー
派
近
心
主
義
を
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

き
く
規
定
し
た
の
は
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
ル
タ
ー
雌
蕊
震
主
義
を
評
価
す
る
場
合
、
宗
教
改
革
と
そ
の
直
接

的
後
継
者
で
あ
る
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
と
の
関
連
を
ど
う
み
る
か
、
ま
た
神

秘
主
義
と
の
関
連
を
ど
う
み
る
か
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
重
要
な
問
題
と
さ

れ
て
い
る
。
一
九
世
紀
に
お
い
て
こ
の
点
を
明
確
に
し
て
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
や
ド
イ
ツ
の
改
革
派
敬
信
主
義
及
び
急
進
的
分
離
主
義
的
グ
ル
ー
プ
を
も

含
め
た
、
敬
崖
主
義
の
全
体
像
を
描
き
あ
げ
た
の
が
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
・
リ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

チ
ュ
ル
巴
亘
。
。
馨
匹
窪
。
巨
（
一
八
二
ニ
ー
一
八
八
九
）
で
あ
る
。
彼
は
敬

度
主
義
を
、
宗
教
改
革
の
正
し
い
継
承
発
展
で
は
な
く
、
中
世
へ
の
逆
も
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

り
、
緩
和
さ
れ
た
再
洗
礼
派
と
と
ら
え
る
。

　
リ
ッ
チ
ュ
ル
に
よ
れ
ば
、
再
洗
礼
派
は
中
世
の
修
道
院
的
理
想
の
再
現
で

　
⑫
あ
る
。
こ
の
修
道
院
的
理
想
の
根
底
に
は
聖
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
的
神
秘
主
義

　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
流
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
霊
に
お
け
る
自
己
と
神
と
の
一
致
」
に
お
い
て

頂
点
に
達
す
る
。
こ
れ
は
修
道
士
に
特
微
的
な
信
仰
の
在
り
方
で
あ
り
、
俗

世
の
心
配
ご
と
の
中
で
神
に
信
頼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
仰
を
確
か
め
る
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
信
仰
の
在
り
方
と
は
異
な
る
。
再
洗
礼
派
は
そ
の
本
質
を

こ
の
よ
う
な
神
秘
主
義
に
も
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
世
俗
逃
避
・
世
俗
否
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
い
っ
た
傾
向
が
生
ま
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
　
「
敬
慶
主
義
は
ル
タ
ー
派
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

会
と
改
革
派
教
会
の
領
域
で
根
本
的
に
再
洗
礼
派
的
傾
向
を
再
興
し
た
。
」

こ
の
よ
う
に
、
リ
ッ
チ
ュ
ル
は
、
敬
慶
主
義
の
本
質
を
神
秘
主
義
に
と
ら
え
、

そ
の
個
人
主
義
と
教
会
を
解
体
さ
せ
る
分
派
主
義
に
注
目
し
、
ル
タ
ー
主
義

に
価
値
を
お
く
彼
の
神
学
的
立
場
か
ら
、
そ
れ
を
否
定
的
に
評
価
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
そ
の
後
、
敬
虚
主
義
研
究
は
、
一
方
で
カ
ー
ル
・
ホ
ル
隅
曽
匹
頃
。
に
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

八
六
六
一
一
九
二
六
）
や
ハ
ン
ス
・
ロ
イ
ベ
属
麟
房
い
。
暮
¢
（
一
八
九
六
－

一
九
四
七
）
等
に
よ
っ
て
、
謹
直
主
義
と
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
と
の
か
か
わ

り
が
、
特
に
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
観
点
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
い
っ
た
。
他
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

エ
ー
リ
ヒ
・
ゼ
1
ベ
ル
ク
国
甑
。
げ
の
⑦
。
び
鐙
σ
q
（
［
八
八
八
i
嶋
九
四
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

や
エ
ル
ン
ス
ト
・
ベ
ン
ツ
国
旨
簿
じ
d
①
口
N
等
に
よ
っ
て
神
秘
主
義
と
敬
慶

主
義
と
の
関
連
も
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
入
っ

て
、
こ
れ
ら
を
背
景
に
し
て
、
敬
慶
主
義
の
肯
定
的
な
新
し
い
像
を
呈
示
し

た
の
が
、
マ
ル
チ
ィ
ン
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
属
錠
江
昌
ω
。
げ
B
占
卜
（
一
九
〇
九
一

一
九
八
二
）
で
あ
る
。
次
に
彼
の
見
解
を
み
て
み
よ
う
。

　
①
ミ
ミ
琶
ミ
肋
ミ
ミ
≧
嵩
唐
斡
ミ
噛
衷
濤
旨
ミ
腎
§
為
恕
ミ
9
恕
ミ
ら
ミ
“
§
吻
“
§
h
ミ
§

　
、
喬
、
襲
§
職
摯
ミ
鯵
図
ヨ
〉
艮
絆
9
σ
q
9
目
嵩
δ
8
二
ω
9
魯
困
（
o
白
二
二
ω
δ
鐸
N
信
『

　
国
犠
霞
ω
o
ぎ
昌
σ
q
審
ω
短
。
鉱
ω
日
器
9
門
磐
。
。
。
q
。
α
q
o
9
昌
く
8
鍔
じ
σ
話
。
葺
℃
男
9

　
　
b
コ
。
0
5
匿
．
u
。
℃
℃
。
壽
碧
p
簿
ピ
魯
ヨ
き
p
｝
＝
＆
け
量
ロ
｝
ン
く
巴
ぎ
き
p
125 （125）



　
以
下
J
G
p
と
略
記
す
る
。

②
§
ミ
馬
恕
ミ
9
魯
ミ
S
誉
§
砺
ミ
ミ
琶
、
ミ
恥
●
H
ヨ
〉
三
聖
旨
α
q
白
蝦
国
富
仲
〇
二
。
。
－

．
畠
Φ
『
内
。
関
白
h
ω
繊
。
昌
N
母
国
臨
。
旨
昌
醒
コ
α
q
鳥
窃
℃
営
二
の
寒
参
7
⑦
3
島
σ
q
o
α
q
o
σ
o
コ

　
＜
o
β
溶
。
》
ゲ
切
阜
国
「
勺
Φ
ω
o
『
貯
。
鋸
μ
α
寓
「
ω
o
ケ
ヨ
柵
戸
構
成
は
誇
σ
r
固
”
㌧
勘
S

　
留
§
ミ
㍉
〉
馨
．
踏
日
戸
旨
き
§
罵
ぎ
、
9
ミ
ミ
§
楠
ミ
“
㌧
ミ
蹴
蒔
馬
§
”
、
〉
σ
鉾

　
H
H
H
n
．
陣
払
．
㌔
ミ
噛
罵
ぎ
輸
穿
矯
勢
望
ミ
・
ミ
ミ
忘
ミ
ミ
“
ミ
窺
と
Q
㍉
〉
σ
鉾
一
〈
”
〉
司
瀞
ミ
§
嵩

．
心
ミ
さ
碍
O
ミ
ε
起
趣
尋
§
匙
。
儀
㌦
》
馨
．
＜
”
．
．
9
博
凌
書
類
ミ
”
．
｝
冥
陰
＜
H
”

　
S
き
切
ミ
砧
ミ
噛
．
〉
σ
叶
く
趨
“
肉
O
沖
O
ミ
§
三
囲
、
〉
σ
戸
く
囲
踏
”
国
鳶
誌
粛
恥
？

　
ミ
接
眼
§
ミ
的
§
§
鳶
暁
N
§
§
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
閏
鎚
口
器
。
に
つ
い
て

　
一
巻
、
．
．
O
㊤
二
娼
出
α
o
σ
罠
ロ
α
〈
§
O
㊤
湯
8
ぎ
ω
と
局
昂
附
μ
昌
Φ
の
往
復
書
簡
が

一一

ｪ
、
．
O
。
¢
昌
α
q
Φ
門
．
に
つ
い
て
二
巻
、
晦
。
話
8
£
魯
に
つ
い
て
二
巻
、
℃
F
霞
■

　
缶
㊤
酷
き
に
つ
い
て
二
巻
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
月
①
蔦
。
．
N
錘
O
Φ
ω
〇
三
〇
馨
。

　
α
o
ω
勺
漫
罵
ω
ヨ
ロ
ω
以
外
に
も
、
　
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
著
作
　
集
（
唱
ぴ
鵠
な
℃
匂
巴
δ
σ

．
．
の
℃
o
ま
び
．
．
象
ミ
ミ
ミ
野
国
σ
q
．
〈
o
肇
国
。
b
づ
。
≦
o
簿
冨
5
踏
＝
鳥
①
ω
げ
既
ヨ
ー
累
。
毛
尾
。
『
ぎ

　
H
り
刈
？
）
が
刊
行
中
（
現
在
四
巻
で
て
い
る
）
で
あ
る
。
個
々
の
敬
慶
主
義
者
の

　
著
作
に
つ
い
て
は
、
蜜
．
Ω
『
①
ω
o
『
舞
（
寓
α
q
●
）
㌧
O
蓋
ぎ
§
ミ
馬
賊
ミ
職
国
ミ
琶
§
麸

　
O
馬
無
ミ
§
畑
織
ミ
ミ
唖
暮
ミ
二
二
ミ
鼻
黄
切
山
・
鴫
い
目
り
。
。
b
。
　
の
各
人
物
ご
と
の
ビ
ブ

　
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
参
照
。
．
．
．

③
嵐
さ
ミ
§
恥
ミ
9
魯
鳶
ミ
鷺
§
肋
㌔
ミ
琶
｝
§
p
H
ヨ
〉
黒
マ
卯
σ
q
9
邪
飛
巨
。
－

　
覧
㎝
9
Φ
昌
囚
。
三
島
碇
も
・
ご
コ
凶
母
国
鳳
。
冨
9
口
昌
α
Q
偽
。
乙
・
勺
｛
〇
二
。
α
ヨ
島
ぴ
。
冨
霧
σ
Q
①
頓
？

　
σ
巴
〈
。
自
営
・
〉
ぼ
コ
鼻
囚
・
O
o
窪
ω
。
江
島
じ
呂
国
・
℃
窃
。
琶
内
。
．
以
下
A
G
P
と

　
略
記
す
る
。

④
研
究
史
を
の
べ
尤
遇
の
で
筆
者
が
参
照
し
た
の
は
、
い
≦
巴
ぎ
餌
ロ
詳
勺
8
録
ω
一

　
ヨ
自
。
ウ
ロ
昌
α
O
『
爵
〇
二
〇
圏
ρ
d
σ
o
ユ
①
破
μ
”
σ
q
o
コ
＝
コ
島
局
冨
σ
q
o
づ
N
＝
冠
喝
h
簿
日
日
鎧
G
。
－

　
h
o
鵠
。
ぎ
≡
σ
q
殉
貯
”
響
梯
、
§
ミ
9
鶏
ミ
ら
ミ
馬
“
ミ
知
爵
§
ミ
欺
ミ
野
隷
笑
鷺
9

　
、
為
こ
ミ
防
N
窓
審
ミ
笥
目
ψ
O
⑦
（
以
下
、
≦
ゴ
＝
話
田
三
、
．
勺
δ
二
。
陰
一
斗
笏
F
O
詳
剛
δ
〔
δ
覧
。

　
と
略
記
す
る
）
い
¢
碧
§
甘
い
¢
7
ヨ
餌
毒
㌧
O
窺
勺
或
♂
白
房
ぎ
と
8
昌
労
。
ざ
貫

　
観
無
ミ
帖
亀
ぎ
§
軌
騎
暮
臓
ミ
」
切
鳥
．
b
o
＝
、
一
〇
趨
…
冨
．
ω
o
ぴ
ヨ
置
び
国
℃
o
o
ケ
①
離
二
窪

　
℃
8
餓
ω
銅
器
8
話
。
げ
q
麟
σ
q
い
一
ロ
鱒
い
く
騨
男
用
①
嵩
ω
臼
α
q
停
匂
．
や
く
騨
昌
U
o
o
話
瓢

　
（
国
σ
q
．
）
悟
㌧
鳶
欺
讐
§
句
幅
ミ
勲
労
駄
g
鎖
一
り
『
c
。
い
8
芝
粋
＝
ヨ
p
鄭
鵠
輔
U
δ
〉
昌
融
昌
α
q
o

　
◎
Φ
ω
勺
｛
雰
冴
旨
質
ω
」
葺
“
｝
○
勺
舎
ド
O
諺
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
話
■
O
器
ω
9
馨
噂

　
N
縄
璽
鄭
。
賃
霞
。
謬
℃
澄
餓
。
・
ヨ
勇
断
。
屋
9
毎
昌
α
q
●
副
詞
い
即
①
話
言
『
σ
o
瓢
9
戸
智
≧
さ
袋
罫

　
§
肋
評
ミ
蕊
濤
慢
§
恥
§
へ
帖
旨
ぎ
ミ
空
き
§
鷺
旨
ミ
鳥
ミ
偽
弘
雪
鴇
な
ど
が
あ
る
。

⑤
国
・
ω
8
0
塗
。
が
§
恥
ミ
魚
ミ
肉
§
や
薦
§
ミ
℃
ミ
琶
｝
劇
お
①
9
U
魯
。
。
‘
O
ミ
ー

　
嚇
｝
ミ
§
㌔
鳶
驚
恥
ミ
§
ミ
§
恥
“
ぎ
曼
隠
蝋
題
ミ
調
O
ミ
N
h
袋
這
陶
お
『
ら
。
。

⑥
　
わ
が
国
で
の
敬
慶
主
義
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
筆
者
が
知
る
限
り
で
は
、

　
次
の
も
の
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
有
賀
弘
『
宗
教
改
革
と
ド
イ
ツ
政
治
思
想
』
（
東

　
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
）
の
第
三
牽
「
領
邦
教
会
倒
の
〈
内
面
的
〉
崩
壊

　
ー
ド
イ
ツ
・
ピ
エ
テ
ィ
ス
ム
ス
と
そ
の
敷
治
的
帰
結
」
、
山
内
貞
男
「
ド
．
イ
ツ

　
敬
虚
主
義
の
源
流
ヨ
ハ
ン
・
ア
ル
ン
ト
」
　
『
竜
駕
大
学
論
集
』
．
．
第
四
〇
入
号
、
昭

　
和
五
一
年
四
月
、
堀
孝
彦
『
近
代
の
社
会
倫
理
思
想
』
　
（
青
木
書
店
、
　
一
．
九
八
．

　
三
年
）
の
第
二
章
「
ド
イ
ツ
敬
慶
派
の
思
想
と
運
動
一
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
場
合

　
一
」
、
　
蔭
山
宏
「
ド
イ
ツ
・
ピ
エ
テ
ィ
ス
ム
ス
に
お
け
る
人
間
と
社
会
I
ー
ツ

．
．
イ
ン
ッ
ェ
．
ン
．
ド
ル
フ
に
即
し
て
一
ω
②
」
．
『
一
橋
論
叢
』
第
六
六
巻
、
．
二
号
、
四

　
号
、
昭
和
四
六
年
。
　
そ
の
他
に
敬
皮
主
義
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
と
し
て
、
．
成

　
瀬
治
「
初
期
啓
蒙
主
義
に
お
け
る
理
性
と
信
仰
I
ー
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
鯉
ト
マ
ジ
ウ

　
ス
の
哲
学
・
倫
理
思
想
を
め
ぐ
っ
て
一
」
中
川
秀
恭
編
『
森
有
正
記
念
論
文
集

　
－
経
験
の
水
位
か
ら
一
』
新
地
霞
房
、
一
九
八
○
年
、
所
収
。

⑦
銅
≧
碧
鼻
ミ
臓
暮
忠
零
鴇
ミ
鳥
ミ
§
書
肉
ミ
ミ
馬
昏
㌧
お
①
O
b
ω
■
罐
9

⑧
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る
研
究
史
は
次
の
も
の
を
参
照
。
属
餌
房
ω
9
旨
¢
ご
。
ひ

　
∪
母
箪
巳
犀
鐵
。
勺
帯
戯
ω
ヨ
窟
ω
言
α
霞
コ
2
δ
器
躍
男
。
冨
9
回
＝
鵠
σ
q
℃
ぎ
胴
一
Ω
℃
o
Q
℃

　
一
〇
◎
Q
ρ
ω
．
H
軌
ム
b
◎
一
一
〇
勺
ρ
H
り
◎
◎
心
b
o
Q
．
＝
醐
I
H
切
一
●

⑨
シ
”
な
へ
ー
ナ
ー
以
外
に
も
隅
J
・
ア
ル
ン
ト
、
A
・
H
・
フ
ラ
ン
ケ
を
ド
イ
ツ

　
敬
炭
主
義
の
創
始
者
と
み
る
見
方
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
≦
騨
ニ
ヨ
碧
ジ
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u
δ
〉
騒
ぎ
。
q
。
α
霧
国
Φ
諜
ω
旨
‘
。
。
弘
『
｝
O
勺
倉
お
お
、
ω
．
セ
。
ゲ
鐸
参
照
。

⑩
〉
◎
毎
富
。
三
”
9
逡
ミ
ら
ミ
恥
§
恥
三
鼎
誉
§
§
慧
。
。
じ
σ
α
ρ
（
H
O
◎
c
Q
O
l
一
Q
O
q
Q
①
）
「
ζ
早

　
く
。
銭
＆
賃
器
℃
ぎ
8
ヨ
0
9
p
三
ω
9
霞
累
鍔
＆
凄
。
胃
一
り
8
．

⑪
　
N
ミ
3
b
σ
ρ
ど
ω
●
メ

⑫
き
ミ
”
9
b
。
令
ω
①
。

⑩
N
ミ
3
ω
．
ま
h
‘

⑭
導
ミ
㌧
9
①
ド

⑮
♂
ミ
‘
9
①
ρ

⑯
　
き
ミ
㌧
ω
噛
窒
蟄
悼
。
。
．
こ
の
よ
う
な
リ
ッ
チ
ュ
ル
の
再
洗
礼
観
は
、
　
現
在
の
研

　
究
で
は
、
妥
当
し
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

⑰
奪
ミ
℃
の
「
①
卜

⑯
戸
出
。
拝
u
凶
⑦
じ
む
巴
⑦
鴛
暮
σ
q
α
。
同
。
q
「
。
己
。
8
寄
8
σ
q
⑦
犠
門
下
ω
α
q
。
凶
ω
自
σ
q
・

　
q
民
お
嵩
σ
Q
δ
。
。
o
い
9
魯
α
o
自
。
α
①
暮
ω
畠
曾
準
0
8
ω
δ
馨
一
6
・
ヨ
＝
。
・
ヤ
一
畳
O
a
§
〒

　
§
ミ
恥
昏
昏
蟹
亀
軌
ミ
ミ
曵
馬
ぎ
躇
題
暮
騎
ミ
辞
じ
σ
α
．
押
一
り
昏
。
曽

⑲
鵠
◆
ピ
窪
σ
ρ
U
旨
沁
爵
妻
帖
§
Φ
謡
匙
ミ
魯
楠
§
窓
§
N
§
｝
ミ
§
ぎ
“
韓
義
ぎ

　
帖
§
N
声
誉
黛
ミ
駄
ミ
O
雪
ぎ
§
ぎ
♪
目
爲
舟
U
o
話
」
O
嵐
ぎ
§
ミ
馬
ミ
ミ
℃
一
⑦
二
。
α
－

　
目
ロ
。
。
㌧
竈
胡
（
＞
O
勺
一
。
。
）
．

⑳
国
．
o
。
8
σ
興
σ
q
噛
Q
ミ
S
軋
ミ
凪
ミ
四
。
ミ
b
龍
§
恥
§
§
き
曇
§
ミ
ミ
馬
ミ
署
馬
幕

　
防
ミ
醤
ミ
§
景
お
N
⊆
。
（
雲
碧
9
毎
。
搾
困
り
忠
y

⑳
　
9
じ
ご
魯
老
く
。
笹
。
湊
象
σ
Q
慧
α
団
『
建
一
冨
昌
σ
Q
》
N
ミ
恕
ミ
ミ
蕊
唖
ミ
雪
暮
§
－

　
鷺
魯
ミ
噺
ミ
3
切
F
置
、
一
り
。
。
q
…
U
①
量
o
Q
箋
a
。
呂
。
薦
口
包
い
p
〈
p
8
び
N
ミ
㍗

　
6
ミ
ミ
、
母
菱
曳
蝕
§
偽
霧
寒
帖
窓
3
σ
コ
α
。
α
メ
お
ω
。
。
「

二

シ
ュ
ミ
ヅ
ト
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
敬
承
ま
義
の
「
全
現
象
」
を
視
野
に
い

　
①
れ
る
。
ア
ラ
ソ
ト
の
分
類
で
い
え
ば
、
二
番
目
と
三
番
目
、
そ
れ
か
ら
一
番

目
の
中
で
ド
イ
ツ
改
革
派
の
敬
震
主
義
が
含
ま
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
シ
ュ
ミ

ッ
ト
の
場
合
、
ル
タ
ー
派
敬
慶
主
義
、
特
に
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
が
考
察
の
中
心

に
お
か
れ
る
。
時
間
的
に
は
、
一
七
世
紀
末
の
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
か
ら
二
十
世

紀
ま
で
を
問
題
と
す
る
。
そ
の
際
、
啓
蒙
主
義
を
境
に
し
て
、
　
「
根
源
的
革

命
的
敬
震
主
義
」
α
段
葭
の
腰
冒
σ
q
一
8
降
器
く
。
冨
酔
δ
⇔
町
。
国
騨
尻
目
霧
）
（
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

敬
震
主
義
）
と
「
新
敬
慶
主
義
」
と
に
二
分
す
る
。
後
者
は
ロ
マ
ン
主
義
と

結
び
つ
い
て
覚
醒
運
動
国
冠
≦
Φ
o
犀
自
α
Q
ω
9
≦
o
σ
q
§
σ
q
と
し
て
あ
む
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
敬
度
主
義
は
多
岐
に
わ
た
る
運
動
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

か
か
わ
ら
ず
共
通
の
「
神
学
的
構
想
」
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
こ
そ
が
敬
震

主
義
の
本
質
を
構
成
す
る
、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
考
え
る
。
彼
の
敬
虜
主
義
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
大
き
な
特
徴
は
神
学
的
に
解
釈
せ
ん
と
す
る
点
に
あ
る
。
こ
の
「
神
学
的

構
想
」
は
「
再
生
≦
δ
α
o
H
σ
q
①
σ
自
直
論
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
い
う
再
生
と
は
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
生
ま
れ
か
わ

っ
た
人
間
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
シ
ュ
ミ
ヅ
ト
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

こ
の
再
生
論
を
神
学
的
に
明
ら
か
に
し
た
の
が
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

シ
ェ
ペ
ー
ナ
ー
が
、
再
生
論
に
基
づ
く
教
会
改
革
を
主
張
し
た
℃
冨
⇔
①
ω
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

α
Φ
昌
9
『
敬
塵
な
る
願
望
』
を
公
表
し
た
一
六
七
五
年
を
、
ド
イ
ツ
敬
慶
主

義
の
始
ま
り
と
す
る
。
彼
は
シ
ュ
ペ
ー
ナ
…
の
再
生
理
解
の
特
徴
と
し
て
、

　
　
　
⑦

次
の
五
点
を
あ
げ
て
い
る
。
①
こ
の
出
来
事
が
生
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
人
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問
は
受
身
の
状
態
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
神
が
働
く
。
②
こ
れ
は
全
く
内
的
出

来
事
で
あ
る
。
③
古
き
人
と
再
生
を
へ
た
新
し
き
人
と
の
質
的
差
異
の
大
き

さ
。
そ
れ
は
死
か
ら
生
へ
の
転
換
に
等
し
い
。
④
再
生
に
よ
り
神
の
子
と
さ

れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
人
は
創
造
の
時
よ
り
も
神
に
近
い
関
係
に
お
か

れ
る
。
⑤
再
生
は
具
体
的
な
実
を
結
ぶ
。

　
で
は
、
そ
の
よ
う
な
本
質
理
解
か
ら
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
敬
震
主
義
を
い
か

に
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
の
か
。
　
「
古
血
震
主
義
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。
一
七
世
紀
後
半
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国

教
会
政
策
に
始
ま
り
各
国
の
宮
廷
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
「
無
神
論
」
的
傾
向

と
、
　
「
教
会
な
き
キ
リ
ス
ト
教
」
が
勢
力
を
え
つ
つ
あ
っ
た
。
後
者
の
「
教

会
」
と
は
こ
の
場
合
、
制
度
的
側
面
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
後
者
の

傾
向
は
福
音
派
の
下
で
は
神
秘
主
義
的
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ
ス
ム
ス
と
よ
ば
れ
、

正
統
主
義
を
批
判
し
て
い
た
。
か
か
る
状
況
の
下
で
、
神
秘
主
義
的
ス
ピ
リ

ト
ゥ
ア
リ
ス
ム
ス
の
長
所
で
あ
る
「
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
原
始
キ
リ
ス
ト
教
に
返

ら
ん
と
す
る
傾
向
」
を
正
統
主
義
の
中
へ
移
植
し
、
同
時
に
、
無
神
論
的
傾

向
と
神
秘
主
義
的
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ
ス
ム
ス
の
欠
点
で
あ
る
「
教
会
を
解
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

さ
せ
る
傾
向
」
に
対
抗
し
た
の
が
、
三
口
主
義
で
あ
っ
た
。
事
実
そ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

「
一
時
的
に
教
会
な
き
キ
リ
ス
ト
教
の
成
立
を
妨
げ
た
。
」
ま
た
、
　
神
秘
主

義
的
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ
ス
ム
ス
の
神
秘
主
義
的
要
素
を
倫
理
的
な
も
の
に
か

え
、
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
を
倫
理
、
特
に
文
化
倫
理
へ
と
向
け
さ
せ
る
こ
と

　
　
　
⑩

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
長
期
的
に
は
、
そ
の
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ
ス
ム
ス
的
要

素
の
故
に
、
国
教
会
と
国
民
教
会
的
風
紀
く
。
隠
も
。
犀
跨
。
巨
ざ
げ
Φ
曽
零
。
を
弛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

緩
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
評
価
を
》
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
再
生
論
か
ら
導

き
出
そ
う
と
す
る
。
そ
の
再
生
論
は
歴
史
的
に
ど
の
系
譜
に
連
な
る
の
か
。

ま
ず
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
と
の
関
連
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ル
タ
ー
も
「
人

間
の
包
括
的
変
化
」
と
し
て
の
再
生
理
解
を
も
っ
て
い
た
が
、
再
生
の
実
に

つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
敬
慶
主
義
者
達
の
場
合
、
そ

　
　
　
　
⑫

の
実
を
語
る
。
ル
タ
ー
以
後
の
正
統
主
義
に
お
い
て
も
再
生
は
言
及
さ
れ
る

が
、
　
「
た
だ
救
い
の
秩
序
内
の
一
要
素
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ユ
ペ
ー
ナ
ー
の
場
舎
救
い
の
全
過
程
を
含
む
。
」
　
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
再
生
理

解
は
、
義
認
論
を
含
む
が
故
に
、
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
の
流
れ
の
上
に
も
た

っ
て
い
る
が
、
両
者
の
再
生
理
鯉
は
以
上
の
よ
う
に
基
本
的
に
異
な
る
。

　
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
再
生
理
解
は
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
で
は
な
く
て
、
む
し

ろ
神
秘
主
義
的
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ
ス
ム
ス
に
由
来
す
る
、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は

考
え
る
。
そ
の
際
、
彼
が
注
目
す
る
の
は
カ
ス
パ
ル
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ソ
ク
フ
ェ

ル
ト
○
器
噂
胃
ω
。
げ
≦
。
蓉
臨
9
α
　
（
一
四
九
〇
1
一
五
六
一
）
や
ヨ
ハ
ン
・

ア
ル
ソ
ト
日
◎
財
斜
鵠
⇔
諺
同
昌
α
汁
（
一
五
五
五
一
一
六
一
＝
）
、
　
及
び
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
・
ホ
ー
ブ
ル
ク
O
貯
溢
江
彗
出
。
び
霞
σ
q
（
一
六
〇
七
一
一
六
七
五
）
で

あ
る
。
彼
ら
も
再
生
が
思
想
の
中
核
に
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ソ
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ク
フ
ェ
ル
ト
の
場
合
、
再
生
過
程
の
一
貫
性
、
再
生
の
内
的
性
格
、
信
仰
の

検
証
と
し
て
の
倫
理
へ
の
高
い
評
価
、
完
全
主
義
へ
の
傾
向
な
ど
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

シ
ェ
ペ
ー
ナ
ー
と
一
致
す
る
と
い
う
。

　
し
か
し
、
彼
ら
と
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
再
生
理
解
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
相
違
が
、
神
秘
主
義
的
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ
ス

ム
ス
の
膿
漏
を
教
会
化
し
た
と
い
う
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
敬
慶
主
義
理
解
と
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
シ
ュ
ヴ
ェ
ソ
ク
フ
ェ
ル
ト
の
場
合
、
思

　
　
　
　
　
　
⑮

弁
的
性
格
が
強
い
。
ア
ル
ン
ト
の
場
合
も
、
再
生
は
原
像
d
同
書
嬢
と
映
像

諺
び
三
一
α
と
い
う
薪
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
枠
組
み
の
中
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

が
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
に
は
そ
れ
が
な
い
。

　
こ
の
点
で
注
目
す
べ
き
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
ブ
ル
ク
で
あ
る
。
シ

ュ
ミ
ヅ
ト
は
両
者
を
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
両
者
と
も
に
、

教
会
改
革
の
中
心
を
制
度
に
で
は
な
く
、
個
々
人
の
再
生
、
特
に
模
範
と
し

て
の
聖
職
者
の
敬
度
さ
O
o
陣
。
。
9
屯
お
騨
に
お
く
。
た
だ
、
ホ
ー
ブ
ル
ク
は

「
個
人
主
義
的
神
秘
主
義
的
」
傾
向
の
故
に
教
会
概
念
を
形
成
せ
ず
、
具
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

的
改
革
を
提
案
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
は
、
教
義

に
で
は
な
く
教
会
員
相
互
の
愛
に
基
礎
を
お
く
教
会
概
念
を
展
開
し
た
。
教

義
に
価
値
を
お
か
な
い
こ
の
教
会
観
は
、
超
教
派
的
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

激
会
の
一
体
性
は
敬
慶
さ
、
倫
理
に
お
か
れ
る
。
原
始
キ
リ
ス
ト
教
が
達
成

可
能
な
模
範
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
国
家
と
教
会
の
分
離
も
暗
示
さ
れ
て

　
⑱
い
る
。
こ
の
教
会
概
念
が
「
教
会
の
ア
ト
ム
化
」
、
　
教
会
意
識
の
衰
え
を
も

　
　
⑲

た
ら
す
と
と
も
に
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
…
に
ホ
ー
ブ
ル
ク
に
な
い
広
い
視
野
、
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

会
教
説
を
形
成
せ
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
シ
ュ
ミ
ヅ
ト
は
論
ず
る
。

　
以
上
の
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
算
計
主
義
が
神
秘
主
義
釣
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ

ス
ム
ス
か
ら
と
り
い
れ
た
長
灰
と
は
、
再
生
理
解
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
理

解
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
敬
慶
主
義
が
長
期
的
に
は
国
教
会
を
弛

緩
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
彼
の
主
張
も
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
、

そ
の
再
生
理
解
を
い
か
に
教
会
化
し
、
神
秘
主
義
的
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ
ス
ム

ス
の
欠
点
を
防
い
だ
の
か
。
そ
の
点
を
具
体
的
、
説
得
的
に
は
語
っ
て
い
な

い
。
こ
こ
で
、
彼
の
敬
慶
主
義
理
解
が
神
学
的
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
敬
震
主
義
の
再
生
理
解

を
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ッ
チ
ェ
ル
と
は
反
対
に
、
敬
虚

主
義
を
神
学
的
に
肯
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
な
神
学
的
理
解
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
が
行

な
っ
た
具
体
的
な
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
を
必
要
と
す
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト

以
後
し
ば
ら
く
の
間
、
ド
イ
ツ
で
は
そ
れ
が
等
閑
視
さ
れ
た
。
し
か
し
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

近
、
そ
の
点
を
明
確
に
し
ょ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
ヨ
ハ

ネ
ス
・
ヴ
ァ
ル
マ
ン
｝
o
げ
騨
馨
Φ
ω
名
㊤
診
査
窪
鐸
と
ハ
ル
ト
ム
…
ト
・
レ
ー

マ
ソ
頃
餌
客
巳
暮
ぴ
①
げ
き
ρ
⇒
コ
の
晃
解
を
と
り
あ
げ
た
い
。

①
罫
ω
o
ご
三
曾
㌧
国
℃
0
9
0
ロ
Ω
窪
謂
⑦
賦
自
・
旨
霧
h
o
『
ω
9
巷
α
q
’
ω
．
8
．
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②
　
竃
．
o
ワ
。
び
日
置
紗
ミ
ミ
帖
い
董
“
勲
一
㊤
鳶
で
こ
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

③
琴
o
Q
9
旨
｛
黛
」
ω
需
器
謎
〉
霊
固
U
o
ω
ζ
o
凱
餌
〈
L
『
客
ρ
o
ω
。
冨
什
（
齪
σ
q
．
y

　
贈
ミ
や
§
ヘ
ミ
ミ
四
㌔
帖
ミ
身
§
袋
く
。
塗
“
ミ
昏
唖
嘩
一
り
謡
（
≦
①
α
Q
o
焦
霞
切
9
ω
魯
ロ
諮
◎
q
、
ゆ
α
●

　
愈
O
γ
ω
．
H
嵩
’
こ
の
論
文
は
最
初
§
＄
、
£
ミ
建
ミ
ミ
§
p
智
ミ
．
寒
ミ
犠
ミ

　
ミ
噛
、
鳥
ミ
請
ぎ
凛
き
ら
二
身
ミ
内
切
ミ
N
§
嶺
H
㌔
躍
り
黛
　
に
掲
載
さ
れ
、
の
．
ち
、
岸

　
Q
o
o
げ
ヨ
筏
絆
§
馬
§
薦
客
曲
ミ
W
曲
唱
“
ミ
“
§
戦
ミ
§
§
恥
暮
．
O
題
犠
ミ
§
還
N
鷺
切
ミ
ミ
馬
蕊

　
軸
ミ
9
象
ミ
さ
鷺
§
防
勺
驚
へ
婁
養
勲
一
〇
8
（
〉
Ω
℃
・
。
）
に
収
め
ら
れ
た
。
本
稿

　
で
は
節
ミ
9
§
感
ミ
§
蝕
恥
畿
畢
§
魯
誘
き
ミ
砧
か
ら
引
用
す
る
。

④
　
同
じ
時
期
に
、
同
じ
く
神
学
的
観
点
か
ら
敬
震
主
義
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
も

　
．
の
に
、
鵜
．
鶏
蹄
。
。
o
ダ
O
題
“
ミ
h
ミ
鴨
賊
恥
臓
噛
§
ミ
§
ミ
§
砧
職
帆
逡
富
蕊
§
8
、
粛
踏
驚
甲
費

　
N
毯
§
§
§
ぎ
ミ
偽
ミ
曽
疑
駄
ミ
ミ
粛
§
§
§
躊
切
恥
さ
晦
日
“
謡
偽
§
恥
§
忌
9
3
蹄
さ
§

　
b
§
ぎ
舘
匂
¢
」
9
b
。
℃
お
加
ど
ω
㌧
O
乍
b
。
O
『
が
あ
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と

　
は
異
な
っ
て
、
．
ル
タ
ー
派
的
伝
統
を
重
視
す
る
。

⑤
　
竃
．
ω
O
げ
日
置
計
、
鳶
ミ
題
§
寓
、
ω
。
一
伊

⑥
憎
巨
い
c
o
℃
①
器
5
、
ミ
b
a
ミ
ミ
ミ
噸
団
σ
q
．
〈
自
ぢ
≧
雪
鼻
9
。
．
》
β
鉾
し
Φ
象

　
（
以
下
P
D
と
略
記
す
る
）
。
邦
訳
㍉
堀
孝
彦
訳
『
敬
的
な
る
願
望
』
、
　
『
世
界
教

　
育
宝
典
（
キ
リ
．
ス
ト
教
敦
育
編
）
』
V
玉
川
大
学
出
版
部
、
　
｝
九
六
九
年
、
所
収
。

　
『
詳
悉
な
る
願
望
』
は
、
も
と
も
と
J
・
ア
ル
ン
ト
の
『
説
教
集
』
が
新
た
に
出

　
版
さ
れ
る
に
際
し
て
、
出
版
社
に
請
わ
れ
て
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
が
そ
の
序
文
と
し

　
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
の
ち
、
そ
の
序
文
は
独
立
し
て
『
敬
虞
な
る
願
望
』
と

　
し
て
出
仮
さ
れ
た
。

⑦
岸
ω
9
巨
象
b
o
っ
℃
Φ
ま
真
ぞ
h
a
曾
σ
q
。
σ
舞
邑
①
冨
さ
ヨ
”
罫
○
お
。
。
。
冨
け

　
（
出
α
Q
■
）
、
熱
ミ
9
§
ヘ
ミ
ミ
四
、
紬
職
摯
ミ
魯
蟻
、
＆
奪
ミ
魍
ω
．
罵
占
刈
…
U
奪
。
。
こ
㌔
帆
ミ
傍
｝
｝
§
馳

　
ω
．
嵩
旧
O
o
「
。
。
・
≡
益
≦
’
一
p
隔
日
コ
霧
0
7
（
葭
σ
q
噛
）
匂
b
霜
偽
勢
帖
、
ミ
馬
ミ
翫
塁
㌧
紬
～
蹄
ミ
窓
勲

　
一
〇
㊦
窃
（
｛
〈
閂
舞
o
o
ω
一
一
幽
O
門
　
　
（
一
〇
6
0
　
　
勺
増
O
峠
O
ω
仲
P
旧
り
汁
一
ω
ヨ
ζ
ω
　
　
ノ
N
圏
）
、
ω
。
＜
員
ド
　
の
弓
。
コ
。
富

　
≦
8
二
程
σ
Q
①
冨
ぽ
ω
一
⑦
訂
①
は
最
初
、
§
恥
ミ
。
鷺
七
飯
鋤
ミ
ミ
な
§
恥
誉
§
や
じ
ロ
F
『
◎
．

　
一
㊤
縁
　
に
掲
載
さ
れ
、
の
ち
、
寡
ω
畠
乾
α
r
　
ミ
馬
§
硝
§
ミ
楠
昏
9
ミ
噛
§
ミ

　
§
9
§
壽
に
収
め
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
§
ミ
§
§
唖
恥
§
㌧
ミ
傍
｝
｝
§
巷
誘
さ
ミ
慮

　
か
ら
引
用
す
る
。

⑧
　
ほ
．
ω
O
げ
副
乳
世
、
萄
裁
§
憶
N
a
℃
ω
．
H
㈹
ム
心
噛
U
O
屋
．
罠
同
α
．
≦
．
｝
ρ
富
昌
霧
9
冒

　
（
護
σ
q
．
）
℃
o
》
亀
、
二
ω
’
H
×
1
×
團
押
×
×
H
囲
■

⑨
　
竃
’
ω
0
7
ヨ
置
戸
勺
け
瓢
自
。
ヨ
器
㌧
貯
”
沁
ミ
碍
ご
養
噛
§
O
覇
ミ
帆
鳥
ミ
恥
楠
ミ
ミ
O
禽
ミ
四
，

　
さ
ミ
き
。
。
’
〉
鼠
一
●
（
以
下
幻
O
O
・
。
と
略
記
す
る
y
じ
ご
件
伊
Q
唖
や
讐
b
。
。

⑩
　
敬
震
主
義
の
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
シ
ェ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
、
R
・
ロ
ー
テ
、

　
A
・
リ
ッ
チ
ュ
ル
な
ど
に
影
響
を
与
え
て
い
る
、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
考
え
て
い
る
。

　
鼠
幽
ω
o
げ
ヨ
置
引
β
昌
O
≦
’
一
㊤
昌
昌
即
。
・
o
財
（
寓
σ
q
．
）
”
愚
．
鼠
計
ω
．
×
×
囲
訟
■

⑪
菊
O
O
ω
い
ま
．
伊
。
。
や
鵯
刈
．

⑫
録
ω
g
ヨ
置
＃
㌧
ミ
§
養
勲
ω
」
繋
．

⑬
罫
。
。
。
囮
善
ε
計
6
Q
℃
曾
。
冨
埼
画
巴
¢
お
。
σ
謹
巨
9
昼
．
ω
幽
b
。
①
幽

⑭
導
ミ
こ
ω
’
b
。
。
。
■

⑮
♂
ミ
甑
。
。
。
卜
。
。
。
．

⑯
ま
ミ
‘
o
。
噛
。
。
O
．

⑰
罫
ω
。
げ
巨
3
G
。
℃
Φ
需
屋
V
コ
p
u
①
m
ご
㊦
二
言
ω
噸
嵩
。
。
h

⑱
奪
ミ
、
ω
」
繊
占
蒔
b
。
■

⑲
」
ミ
野
ω
．
置
邸
h
．
こ
れ
は
リ
ッ
チ
ェ
ル
の
見
解
に
反
対
し
て
い
わ
れ
て
い
る
。

　
リ
ェ
ッ
チ
ェ
ル
は
敬
震
主
義
が
つ
く
っ
た
集
会
が
「
教
会
の
ア
ト
ム
化
」
を
も
た

．
．
ら
し
た
、
と
考
え
る
。

⑳
き
ミ
、
ω
¶
猿
P

⑳
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
も
の
の
ほ
か
に
、
た
と
え
ば
、
次
の
も
．
の
が
あ
る
。
㌶
。
穴
－

　
籍
ω
9
b
魯
ミ
ミ
奇
ミ
起
、
ミ
斜
§
怨
ミ
胤
詩
ミ
§
ミ
臓
S
雨
起
票
鴫
§
“
ミ
贈
ミ
、
ミ
貌
篭

　
ト
簿
＆
や
ミ
贈
ミ
ミ
ミ
ミ
軸
｝
ご
唱
σ
ミ
塁
昏
ミ
昏
ミ
や
一
り
譲
（
＞
O
℃
一
〇
）
㎞
竃
．
Ω
『
窃
。
げ
暮
㌧

　
Ω
μ
甑
二
日
魯
。
Ω
o
旨
。
ε
し
陰
畠
a
け
霞
己
ω
o
N
貯
西
①
湾
孚
日
毎
お
σ
包
コ
ニ
＝
℃
℃
｝
㌣

　
搾
O
σ
ω
℃
①
昌
O
さ
貯
”
匂
O
℃
心
、
一
㊤
圃
P
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最近の敬慶主義研究（中谷）

三

　
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
批
判
を
三
点
に
分
け
て
紹
介
す
る
と
こ
ろ
が

ら
始
め
た
い
。

　
ω
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
神
学
の
中
心
は
再
生
論
に
あ
る
、
と
い
う
見
解
へ
の

批
判
。
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
に
あ
っ
て
は
再
生
と
更
新
切
旨
Φ
口
霞
旨
α
q
と
は
区

別
さ
れ
て
い
る
。
再
生
は
救
い
が
生
じ
る
出
発
点
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
後
徐
々

に
お
こ
な
わ
れ
る
成
長
の
過
程
が
更
新
で
あ
る
。
洗
礼
の
恩
怨
か
ら
落
ち
て

し
ま
っ
た
人
々
に
必
要
な
の
が
再
生
で
あ
り
、
す
で
に
恩
寵
の
状
態
に
あ
る

人
々
が
さ
ら
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
の
が
更
新
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
主
要
な
関
心
は
再
生
か
ら
区
別
さ
れ
た
更
新
に
あ
る
。
以

上
の
よ
う
に
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
は
理
解
す
る
。
こ
こ
か
ら
重
要
な
帰
結
が
生
じ
る
。

④
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
再
生
観
が
神
秘
主
義
的
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア

リ
ス
ム
ス
に
由
来
す
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
再
生
と
更
新
を
区
別
し
、
後

者
に
主
要
関
心
が
あ
る
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
思
想
は
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ
ス
ム
ス

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
再
生
理
解
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
更
漸
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
＠
『
敬
震
な
る
願
望
』
で
提

案
さ
れ
た
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特
に
「
教
会
内
の
小
教
会
①
。
9
Φ
。
。
一
〇
猷
貯

Φ
0
9
①
ω
準
」
理
念
（
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
は
盆
点
主
義
に
お
け
る
こ
の
意
義
を
重
視

す
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
の
ち
に
述
べ
る
）
と
の
関
連
。
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー

は
教
会
全
体
の
改
革
で
は
な
く
て
、
教
会
内
の
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
改
革
を

主
張
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
考
え
は
回
心
と
し
て
の
再
生
か
ら
は
生
じ
て

こ
な
い
。
シ
ュ
ペ
ー
ナ
…
の
改
革
が
個
々
人
の
再
生
に
基
づ
く
と
す
れ
ば
、

そ
の
対
象
は
洗
礼
の
恩
寵
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
た
多
数
の
人
々
に
な
る
。
し

か
し
、
実
際
に
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
改
革
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
再
生
を
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
へ
た
敬
虚
な
人
々
で
あ
っ
た
。

　
②
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
な
舘
岩
主
義
の
神
学
的
解
釈
を
お
し
す
す
め
て
い

け
ば
、
そ
の
始
ま
り
は
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
で
は
な
く
て
、
J
・
ア
ル
ン
ト
に
な

る
、
と
ヴ
ァ
ル
マ
ン
は
考
え
る
。
　
「
神
秘
主
義
的
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ
ス
ム
ス

の
関
心
を
教
会
化
し
よ
う
と
し
た
最
初
の
人
物
は
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
で
は
な
い
。

彼
は
た
だ
、
J
・
ア
ル
ソ
ト
が
始
め
た
こ
と
を
再
び
取
り
あ
げ
、
さ
ら
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
す
す
め
た
に
す
ぎ
な
い
。
」
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
両
老
の
違
い
と
し
て
、
ア
ル

ソ
ト
の
再
生
理
解
が
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
場
合
も
、
『
敬
虞
な
る
願
望
』
で
は
そ
れ
が
み
ら
れ
な
い

と
は
い
え
、
彼
の
神
学
一
般
に
つ
い
て
は
そ
う
で
な
い
こ
と
を
ヴ
ァ
ル
マ
ン

　
　
　
　
　
　
④

は
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
は
敬
慶
主
義
に
つ
い
て
二
通
り
の
定
義
を
も
う

け
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
一
つ
は
広
義
の
敬
塵
主
義
概
念
で
、
　
「
ル
タ
ー
や

宗
教
改
革
と
比
べ
て
、
教
義
か
ら
生
活
（
敬
慶
の
実
践
℃
厳
明
。
・
鷲
0
9
館
の
）

へ
、
義
認
と
罪
の
赦
し
か
ら
聖
化
と
霊
的
成
長
へ
と
明
白
に
強
調
点
を
移
す
、
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◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
薪
た
な
信
仰
写
。
、
臼
巳
σ
Q
犀
①
津
形
態
」
を
さ
す
。

こ
の
始
ま
り
は
シ
ュ
ペ
ー
ナ
…
で
は
な
く
て
J
・
ア
ル
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の

立
場
に
た
っ
て
、
彼
は
シ
ェ
ペ
ー
ナ
ー
を
神
学
的
に
は
「
ヨ
ハ
ン
・
ア
ル
ン

ト
の
神
秘
主
義
と
一
七
世
紀
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
信
心
書
に

あ
ら
わ
れ
た
禁
欲
と
に
す
で
に
広
く
同
化
し
て
い
た
、
ル
タ
ー
派
正
統
主
義

　
　
⑥

の
伝
統
」
の
中
に
位
澱
づ
け
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
は
、

ド
イ
ツ
敬
慶
主
義
が
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
に
根
ざ
す
と
考
え
る
。

　
他
方
、
彼
は
狭
義
の
敬
慶
主
義
を
考
え
る
。
　
「
正
統
主
義
と
対
立
し
、
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

会
的
・
宗
教
的
共
同
生
活
の
新
た
な
形
態
を
生
み
出
し
た
社
会
的
運
動
」
で

あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
敬
震
主
義
の
始
ま
り
を
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
に
お
く
。
そ

し
て
、
こ
の
定
義
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
へ
の
次
の
批
判
を
含
む
こ
と
に
な
る
。

　
③
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
神
学
的
に
敬
慶
主
義
を
解
釈
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
敬
意
主
義
の
社
会
的
形
態
、
そ
の
教
会
改
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
注
目

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
こ
の
点
に
関
す
る
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
の
見
解
を
述
べ

て
み
た
い
。

　
狭
義
の
意
味
で
の
敬
震
主
義
が
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
か
ら
始
ま
る
、
と
ヴ
ァ
ル

マ
ソ
が
考
え
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
『
敬
塵
な
る
願
望
』
の
中

で
明
確
に
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
に
、
従
来
の
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
に
は

存
在
せ
ず
、
そ
れ
故
社
会
的
運
動
と
し
て
の
敬
震
主
義
を
ル
タ
ー
派
正
統
主

義
か
ら
明
ら
か
に
区
割
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
新
し
い
二
つ
の
考
え
が
含
ま

れ
て
い
た
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

　
『
寸
感
な
る
願
望
』
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
新
し
い
考
え
の
一
つ
は
、
先
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慨

ど
触
れ
た
「
教
会
内
の
小
教
会
8
9
①
臨
。
欝
冒
Φ
。
9
Φ
ω
貯
」
で
あ
る
。
ヴ

ァ
ル
マ
ソ
は
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
「
教
会
内
の
小
教
会
」
観
を
次
の
よ
う
に

理
解
す
る
。
シ
ェ
ペ
ー
ナ
ー
は
こ
こ
で
、
公
の
礼
拝
説
教
と
は
別
に
、
次
の

よ
う
な
集
会
を
提
案
し
た
。
こ
の
集
会
は
第
一
コ
リ
ン
ト
ー
4
章
の
模
範
に
従

っ
て
、
と
も
に
聖
書
を
読
む
た
め
に
開
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
敬
震
な
人
々

が
集
ま
る
こ
の
集
会
で
は
、
聖
職
者
と
と
も
に
一
般
信
徒
も
聖
書
を
解
駅
す
r

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
万
人
司
祭
主
義
の
現
実
化
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
集
会
の
中
で
信
仰
心
が
お
こ
さ
れ
、
こ
の
集
会
が

核
と
な
？
て
、
教
会
全
体
が
改
革
さ
れ
る
こ
と
を
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
は
期
待
し

た
、
と
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
は
一
六
七
六
年
に
「
教
会
内

の
小
教
会
」
と
定
式
化
し
た
。
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
は
不
敬
慶
な
人
々
を
改

善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
会
の
改
革
を
は
か
ろ
う
と
し
た
が
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ

ー
は
小
数
の
敬
震
な
人
々
の
集
会
に
よ
っ
て
そ
れ
を
達
成
せ
ん
と
し
た
。
こ

の
点
に
、
ヴ
ァ
ル
マ
ン
は
ル
タ
…
派
正
統
主
義
と
は
異
な
る
敬
慶
主
義
独
自

　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
教
会
改
革
を
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ソ
で
は
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
を

中
心
と
し
て
市
民
の
一
部
が
、
す
で
に
一
六
七
〇
年
か
ら
集
会
（
コ
レ
ー
ギ

ア
・
ピ
エ
タ
ー
テ
ィ
ス
o
o
臨
①
σ
q
冨
甘
①
霞
試
。
。
）
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
の
現
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実
の
集
会
と
『
敬
慶
な
る
願
望
』
で
述
べ
ら
れ
た
「
教
会
内
の
小
教
会
」
観
と

の
関
係
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
は
、
一
六
七
四
年
か
ら
一
六

七
五
年
に
か
け
て
、
こ
の
集
会
は
本
質
的
な
変
化
を
経
験
し
た
、
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
以
前
は
「
宗
教
上
の
書
物
が
読
ま
れ
、
話
し
あ
わ
れ
る
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

慶
な
人
々
か
ら
な
る
集
ま
り
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
そ
れ
以
後
、
第
一

コ
リ
ン
ト
ー
4
章
を
模
範
と
し
た
、
一
般
信
徒
も
聖
書
を
解
釈
で
き
る
集
会
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
　
『
敬
虞
な
る
願
望
』
で
述
べ
ら
れ
た
考
え
は
、
集
会
の

こ
の
変
化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
、
　
と
理
解
す
る
。
　
ル
タ
ー
派
正
統
主

義
の
第
一
コ
リ
ン
ト
ー
4
章
の
解
釈
は
ル
タ
ー
の
『
潜
入
者
と
も
ぐ
り
説
教
者

く
。
口
α
Φ
昌
Q
D
o
属
①
8
げ
Φ
響
町
α
≦
一
口
げ
Φ
首
お
象
σ
q
o
旨
』
（
一
五
三
二
年
）
に

基
づ
い
て
お
り
、
そ
こ
で
は
一
般
信
徒
の
聖
書
解
釈
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

ホ
ー
ブ
ル
ク
の
よ
う
な
神
秘
主
義
的
ス
ピ
リ
ト
ゥ
ア
リ
ス
ト
は
籠
ニ
コ
リ
ソ

ト
ー
4
章
を
引
き
あ
い
に
出
し
て
聖
職
老
に
よ
る
説
教
壇
の
独
占
を
非
難
し
、

ル
タ
ー
派
正
統
主
義
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
上
述
の
ル
タ
ー
解
釈
を
と
っ

た
。
両
者
の
場
舎
、
礼
拝
説
教
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
シ

ュ
ペ
ー
ナ
ー
は
『
敬
廣
な
る
願
望
』
で
、
礼
拝
説
教
と
は
別
の
集
会
を
問
題

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
の
対
立
を
乗
り
こ
え
、
独
自
の
道
を
歩
む
ご

　
　
　
　
⑪

と
に
な
っ
た
。

　
で
は
、
こ
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
か
。
こ
の
点
に
ヴ
ァ
ル
マ
ソ

の
独
自
性
が
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
一
六
七
〇
年
以
来
コ
レ
ー
ギ
ア
・
ピ
エ

タ
ー
テ
ィ
ス
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
、
法
律
家
ヨ
ハ
ン
・
ヤ
コ
プ
・
シ

ェ
ッ
ツ
智
び
ρ
目
冒
犀
。
ぴ
o
Q
o
巨
欝
を
介
し
て
、
ラ
バ
デ
ィ
一
Φ
p
p
鳥
。
い
㌣

び
9
巳
①
（
一
六
一
〇
i
一
六
七
四
）
の
思
想
の
影
響
下
に
生
じ
た
と
考
え
る
。

第
一
コ
リ
ン
ト
ー
4
章
を
集
会
の
模
範
と
考
え
る
上
述
し
た
よ
う
な
見
解
は
、

ラ
バ
デ
ィ
の
『
第
一
コ
リ
ン
ト
ー
4
章
に
よ
る
預
言
の
修
練
』
で
始
め
て
根
拠

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
六
七
四
年
以
来
、
シ
ュ
ッ
ツ
は
ラ
バ
デ
ィ
の

集
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
ア
ン
ナ
・
マ
リ
ア
・
シ
ュ
ー
ル
マ
ソ
跨
茸
9

鼠
錠
㌶
〈
窪
ω
o
げ
霞
ヨ
雲
と
親
し
く
交
流
し
て
お
り
、
彼
ら
を
介
し
て
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

バ
デ
ィ
の
考
え
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
集
会
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

見
解
を
、
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
は
、
彼
が
バ
ー
ゼ
ル
で
発
見
し
た
シ
ュ
ッ
ツ
と
シ
ュ

ー
ル
マ
ソ
の
書
簡
を
中
心
に
主
張
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ラ
バ
デ
ィ
と
シ
ュ
ペ

ー
ナ
ー
と
は
全
く
同
一
で
は
な
く
、
前
者
は
あ
く
ま
で
「
小
教
会
①
。
9
守

匹
。
ド
」
を
主
張
し
、
後
者
は
「
教
会
内
の
小
教
会
Φ
。
9
Φ
。
。
巨
9
貯
8
9
①
－

　
　
　
　
　
　
⑬

ω
冨
」
を
主
張
し
た
。
こ
こ
に
、
　
ラ
バ
デ
ィ
の
考
え
の
教
会
化
が
み
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
教
会
内
の
小
教
会
」
観
が
敬
虚
主
義
に
特
緻
的
な
集
会
の

モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
「
教
会
内
の
小
教
会
」
と
と
も
に
も
う
一
つ
の
新
し
い
理
念
は
終
末
論
に

関
係
す
る
。
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
は
『
敬
慶
な
る
願
望
』
で
、
教
会
の
現
状
を
批

判
し
た
あ
と
教
会
改
革
の
具
体
的
書
案
を
す
る
前
に
、
教
会
が
改
革
さ
れ
う

る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
例
と
神
の
約
束
と
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⑮

を
語
っ
て
い
る
。
シ
ュ
ペ
ー
ナ
…
に
よ
れ
ば
、
神
は
「
こ
の
地
上
に
お
け
る

彼
の
教
会
の
よ
り
良
き
状
態
」
を
約
束
し
た
。
こ
の
約
束
は
聖
書
に
記
さ
れ

た
二
つ
の
予
言
で
あ
る
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
改
宗
（
ロ
マ
書
1
1
章
）
と
教
皇
主
義

的
ロ
ー
マ
（
バ
ビ
ロ
ン
）
の
没
落
（
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
1
8
・
1
9
章
）
と
に
密
接

に
結
び
つ
い
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
予
言
は
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。
そ
れ

故
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
例
と
と
も
に
、
こ
の
こ
と
は
「
教
会
の
よ
り
良
き

状
態
」
が
必
ず
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
は
こ
の
中
に
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
を
こ
え
る
新
し
い
考
え
を

み
る
。
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
は
一
般
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
改
宗
は
す
で
に
お
こ

　
　
　
　
　
　
　
⑯

っ
て
い
る
と
考
え
た
。
未
来
に
対
し
て
は
闇
近
に
せ
ま
っ
た
最
後
の
審
判
が

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

あ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
ル
タ
ー
派
内
部
に
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
改

宗
と
バ
ビ
ロ
ン
（
教
皇
主
義
的
質
」
マ
）
の
没
落
へ
の
特
別
な
期
待
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ル
タ
ー
派
に
一
般
的
な
間
近
に
せ
ま
っ
た
最
後
の
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
．

判
と
悪
し
き
最
後
の
時
代
へ
の
信
仰
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
場
合
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
改
宗
と
最
後
の
審
判
前
の
教
会

の
「
よ
り
良
き
時
代
」
と
を
結
び
つ
け
た
。

　
こ
の
「
よ
り
良
き
時
代
」
は
千
年
王
国
論
的
特
微
を
も
つ
。
ヴ
ァ
ル
マ
ン

は
こ
れ
を
「
敬
語
な
人
々
に
約
束
さ
れ
た
地
上
に
お
け
る
栄
光
に
と
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

（
び
O
同
声
一
一
〇
一
P
）
キ
リ
ス
ト
の
王
国
」
と
よ
ぶ
。
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
は
ミ
ュ
ソ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

1
の
再
洗
礼
派
的
な
千
年
王
国
論
を
否
定
し
た
。
ま
た
、
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
2
0

章
の
「
最
初
の
復
活
」
や
サ
タ
ン
の
封
印
の
意
味
は
不
明
と
し
た
。
し
か
し
、

「
最
後
の
審
判
前
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
と
彼
の
聖
徒
の
千
年
王
圏
の
思
想
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

千
年
後
の
ゴ
グ
と
マ
ゴ
グ
の
侵
攻
」
は
受
け
い
れ
て
い
た
。
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
は

「
千
年
王
国
論
的
な
完
全
へ
の
希
望
を
『
よ
り
良
き
時
代
』
の
希
望
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

慎
重
な
比
較
級
表
現
に
か
え
た
こ
と
」
と
、
そ
れ
に
よ
り
「
ル
タ
ー
派
正
統

主
義
の
非
千
年
王
国
論
的
伝
統
と
間
近
に
迫
っ
た
最
後
の
審
判
を
待
ち
う
け

る
こ
と
か
ら
歩
み
出
た
」
こ
と
に
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
新
し
さ
を
み
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
K
・
ア
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
、

ソ
ト
の
反
論
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
要
点
だ
け
を

記
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
も
「
教
会
内
の
小
教
会
」
観
を
重
要
視
す
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
シ
ュ
ヅ
ツ
を
介
し
て
ラ
バ
デ
ィ
か
ら
く
る
の
で
は
な
く
、

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
が
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
で
学
ん
で
い
た
時
、
彼
の
師
で
あ

っ
た
ダ
ソ
ハ
ウ
ア
ー
智
げ
9
昌
濤
丙
。
員
ρ
畠
∪
9
郎
p
げ
ρ
器
巴
（
一
六
〇
三
i
一

六
六
六
）
に
由
来
す
る
、
と
い
う
。
第
一
コ
リ
ン
ト
ー
4
章
を
模
範
と
す
る
考

え
方
も
、
す
で
に
ル
タ
ー
が
述
べ
て
お
り
、
ダ
ソ
ハ
ウ
ア
ー
を
介
し
て
、
シ

ュ
ペ
ー
ナ
ー
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
「
故
、
コ
レ
ー
ギ
ア
・
ピ
エ
タ
ー
テ
ィ
ス

も
、
そ
の
成
立
以
来
、
性
格
を
か
え
て
い
な
い
、
と
考
え
る
。
　
「
教
会
の
よ

り
良
き
状
態
」
へ
の
希
望
に
対
し
て
は
、
ア
ラ
ソ
ト
は
あ
ま
り
価
値
を
お
か

な
い
。
た
だ
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
改
宗
が
ま
だ
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
て
、
最
後
の
審
判
を
近
き
将
来
か
ら
遠
き
将
来
へ
と
延
期
さ
せ
た
点
に
、
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ダ
ソ
ハ
ウ
ア
ー
的
正
統
主
義
に
な
い
新
し
さ
を
み
る
だ
け
で
あ
る
。

　
ヴ
ァ
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
シ
ェ
ペ
ー
ナ
ー
か
ら
始
ま
る
ド
イ
ツ
敬
虚
主
義

は
、
」
・
ア
ル
ン
ト
以
来
の
ル
タ
…
派
正
統
主
義
の
教
会
改
革
に
根
ざ
し
つ

つ
、
そ
れ
に
な
い
新
し
い
理
念
（
教
会
内
の
小
教
会
と
終
末
論
）
を
、
主
に

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
ラ
バ
デ
ィ
の
影
響
の
下
に
受
け
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
ア
ラ
ソ
ト
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の

ダ
ソ
ハ
ウ
ア
ー
を
中
心
と
す
る
ル
タ
ー
派
正
統
主
義
に
由
来
す
る
と
考
え
る

わ
け
で
あ
る
。

　
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
と
ア
ラ
ソ
ト
と
が
示
す
資
料
を
検
討
し
え
て
い
な
い
筆
者
と

し
て
は
、
両
者
の
論
争
に
つ
い
て
こ
こ
で
積
寒
的
に
発
雷
す
る
能
力
を
も
た

な
い
。
　
た
だ
若
干
の
こ
と
だ
け
記
し
て
お
く
と
、
特
に
　
「
教
会
内
の
小
教

会
」
観
を
め
ぐ
っ
て
は
、
両
者
が
基
づ
く
資
料
が
互
い
に
異
な
る
。
ア
ラ
ソ

ト
の
場
合
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
後
年
に
お
け
る
証
言
に
重
き
を
お
く
。
こ
れ

に
対
し
て
、
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
の
場
合
、
シ
ュ
ッ
ツ
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
る
シ

ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
発
言
は
信
頼
で
き
な
い
も
の
と
し
て
退
け
る
。
シ
ュ
ッ
ツ
は

の
ち
に
分
離
主
義
に
走
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
正
統
主
義
の
攻
撃
か
ら
敬
震

主
義
を
守
る
立
場
に
あ
っ
た
シ
ェ
ペ
！
ナ
ー
と
し
て
は
、
彼
の
名
を
語
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
波
紋
を
お
こ
し
た
く
な
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
平
信

徒
か
ら
『
敬
震
な
る
願
望
』
に
お
け
る
主
要
思
想
を
え
た
と
発
言
す
る
に
忍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

び
が
た
か
っ
た
こ
と
。
こ
れ
ら
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
。
今
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
資
料
の
性
格
を
さ
ら
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ア

ラ
ソ
ト
は
、
ル
タ
ー
か
ら
ダ
ソ
ハ
ウ
ア
ー
を
へ
て
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
に
第
一
コ

リ
ン
ト
ー
4
章
理
解
が
伝
え
ら
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
ア
ラ
ソ
ト
の
場
合
、
第

一
コ
リ
ン
ト
ー
4
章
を
い
か
に
理
解
す
る
か
で
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
面
が

　
㊧
あ
る
。
終
末
論
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
で
あ
ろ
う
。
正
統
主
義
と
敬
虚
主
義
と
が
後
に
激
し
く
敵
対
し
あ
う
よ
う

に
な
っ
た
時
、
そ
の
原
因
の
一
つ
は
終
末
論
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
敬
崖
主
義

が
広
ま
る
う
え
で
終
末
論
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
次
に
触
れ
る
で

あ
ろ
う
。

　
『
敬
慕
な
る
願
望
』
に
お
け
る
新
し
い
考
え
が
シ
ュ
ッ
ツ
を
介
し
て
ラ
バ

デ
ィ
か
ら
き
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
と
し
て
も
、
　
『
敬
震
な
る
願
望
』

の
成
妾
で
に
い
た
る
シ
・
ぺ
ー
ナ
あ
誘
を
丹
念
に
調
べ
あ
げ
毎
と

と
も
に
、
研
究
史
上
、
再
生
を
中
心
と
す
る
敬
震
主
義
理
解
か
ら
、
そ
の
改

革
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特
に
再
び
コ
レ
ー
ギ
ア
・
ピ
エ
タ
ー
テ
ィ
ス
を
、
そ
し
て

新
た
に
終
末
論
を
注
目
さ
せ
る
に
際
し
て
、
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
こ
と
は
、

き
わ
め
て
注
目
に
値
す
る
。

①
旨
≦
巴
ぎ
§
斜
奢
8
α
零
α
q
Φ
σ
＝
答
旨
自
筒
ヨ
窪
零
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σ
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σ
飢

　
閑
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σ
Q
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リ
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ω
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．
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ミ
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O
h
■

③
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巴
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ω
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④
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ミ
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駆
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ω
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い
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ジ
国
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℃
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o
器
5
一
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9
0
お
ω
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O
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ミ
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四
馬
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ミ
戚
ミ
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§
肋
㌧
ω
．
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シ
ュ
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エ
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年
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六
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年
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ル
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器
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ω
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戸

⑭
敬
慶
主
義
を
理
解
す
る
た
め
に
こ
の
問
題
の
重
要
な
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、

　
J
・
ヴ
ァ
ル
マ
ン
が
穀
初
で
あ
る
。
い
ぞ
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ぎ
碧
p
茸
雲
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7
ω
9
9
N
－
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ぎ
＆
に
評
ω
』
・
。
G
。
愚
。
。
ド
を
比
較

．
す
る
と
よ
い
。
前
者
で
は
礼
拝
の
模
範
と
し
て
の
第
一
コ
リ
ン
ト
ー
4
章
が
考
え
ら

　
れ
て
お
り
㍉
後
者
で
は
集
会
の
模
範
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
次
の
箇
所
も
参

　
照
。
い
≦
銑
一
二
婁
p
ω
℃
魯
霞
－
ω
g
蝕
。
ジ
ω
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。
。
。
。
・

⑳
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国
①
鉱
切
ヨ
島
h
o
冨
。
冒
5
α
q
覧
o
Q
．
ざ
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四

　
」
・
ヴ
ァ
ル
マ
ン
と
と
も
に
、
コ
レ
ー
ギ
ア
・
ピ
エ
タ
ー
テ
ィ
ス
と
終
末

論
の
重
要
性
に
着
穏
し
つ
つ
、
敬
慶
主
義
を
政
治
的
社
会
的
背
景
の
下
に
理

解
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
ハ
ル
ト
ム
ー
ト
・
レ
ー
マ
ソ
で
あ
る
。
レ
ー
マ
ソ

も
、
基
本
的
に
ド
イ
ツ
敬
震
主
義
運
動
を
一
六
〇
〇
年
以
後
に
始
ま
る
敬
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

運
動
の
一
つ
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
を
認
め
た
う
え
で
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
に
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ま
る
敬
慶
主
義
の
構
成
要
素
と
し
て
次
の
四
点
を
考
え
る
。
．
④
敬
虚
主
義
に
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固
有
の
伝
統
。
こ
れ
は
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
指
導
者
達
の
教
説

に
お
い
て
明
確
に
あ
ら
わ
れ
る
。
＠
再
生
者
間
の
交
わ
り
。
こ
れ
は
他
面
に

お
い
て
、
　
「
世
俗
」
と
「
世
俗
の
子
」
か
ら
の
分
離
を
意
味
し
た
。
◎
集
会

図
8
〈
①
暮
節
9
。
　
こ
の
集
会
が
教
会
の
礼
拝
よ
り
も
殆
ど
の
場
合
重
要
視
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
る
。
「
た
だ
集
会
に
よ
っ
て
新
た
な
運
動
の
制
度
化
が
生
じ
る
。
」
㊥
よ
り

良
き
時
代
へ
の
希
望
の
神
学
。

　
こ
の
四
つ
の
特
徴
が
相
互
に
結
び
つ
い
て
い
る
運
動
を
ド
イ
ツ
敬
慶
主
義

運
動
と
理
解
す
る
。
そ
し
て
、
一
六
七
五
年
か
ら
一
六
九
〇
年
頃
ま
で
の
シ

ュ
ペ
ー
ナ
ー
を
中
心
と
す
る
初
期
聴
路
主
義
を
、
非
敬
慶
主
義
者
と
の
論
争

が
激
し
く
な
っ
た
一
六
九
〇
年
以
降
の
運
動
と
区
別
す
る
。

　
ド
イ
ツ
敬
慶
主
義
の
成
立
を
考
え
る
場
合
、
レ
ー
マ
ソ
は
「
初
期
敬
慶
主

義
が
展
開
し
た
歴
史
的
状
況
」
と
「
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ

た
（
改
革
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
何
故
比
較
的
短
い
間
に
同
時
代
の
多
く
の
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
納
得
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
の
か
」
と
い
う
点
に
注
目
す
る
。

　
レ
ー
マ
ソ
は
、
三
十
年
戦
争
以
後
の
帝
国
の
政
治
的
社
会
的
状
況
を
戦
争

の
継
続
と
絶
対
主
義
の
興
隆
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
。
三
十
年
戦
争
以
後
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

「
期
待
し
て
い
た
平
和
は
こ
ず
に
、
新
た
に
戦
争
が
生
じ
た
。
」
諸
侯
た
ち

は
絶
対
主
義
化
を
お
し
す
す
め
、
教
会
を
も
中
央
集
権
的
官
僚
制
的
観
点
か

ら
組
織
し
始
め
る
。
ま
た
宮
廷
で
は
、
一
般
の
教
会
人
か
ら
懸
け
離
れ
た
バ

ロ
ッ
ク
文
化
が
栄
え
、
教
会
の
指
導
者
達
も
そ
れ
に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
っ
た
。

藩
翰
な
人
々
に
は
こ
れ
は
神
の
裁
き
と
う
つ
っ
た
。
　
一
七
世
紀
は
一
般
に

「
生
命
と
安
全
の
不
安
、
魂
の
救
済
の
不
安
」
を
感
じ
た
時
代
で
あ
っ
た
が
、

三
十
年
戦
争
以
後
、
こ
の
不
安
の
高
ま
り
の
中
で
、
そ
の
克
服
の
道
が
模
索

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
答
え
た
の
が
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
何
故
急
速
に
広
ま
り
え
た

の
か
。
レ
ー
マ
ソ
は
、
こ
れ
を
敬
虚
主
義
に
独
特
な
集
会
形
成
と
終
末
論
と

の
結
び
つ
き
に
み
る
。

　
当
時
の
人
々
の
「
不
安
の
原
因
は
個
人
的
に
で
は
な
く
政
治
的
に
規
定
さ

　
　
　
⑦

れ
て
い
た
。
」
そ
れ
故
、
個
人
的
な
解
決
方
法
で
は
効
果
を
も
た
な
か
っ
た
。

シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
は
、
コ
レ
ー
ギ
ア
・
ピ
眺
望
ー
テ
ィ
ス
に
よ
っ
て
、
　
「
個
々

人
を
共
同
体
に
」
ま
と
め
あ
げ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
共
同
体
の
中
で
「
不
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
か
わ
っ
て
新
た
な
希
望
」
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
結
び
つ
き
の
下
で
敬
震
主
義
は
広
ま
っ
て
い
く
。
初
期
敬
震
主
義
の

集
会
の
横
…
成
メ
ン
バ
ー
を
、
レ
ー
マ
ソ
は
、
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ソ
の
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
の
集
会
に
つ
い
て
行
な
っ
た
分
析
を

一
般
化
し
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
　
「
時
代
の
出
来
事
を
十
分
に

解
釈
し
う
る
教
養
を
も
ち
」
、
「
新
た
な
内
政
の
展
開
を
恐
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
」
都
市
上
層
市
民
が
ま
ず
支
持
者
と
な
っ
て
い
っ
た
。
次
に
、
　
「
た
い
て

い
は
お
そ
ら
く
手
工
業
者
か
ら
な
る
中
・
下
層
市
畏
し
、
さ
ら
に
「
大
土
地

所
有
意
と
同
じ
よ
う
な
贅
沢
な
く
ら
し
を
す
る
手
段
を
も
た
な
か
っ
た
」
小
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貴
族
た
ち
が
加
わ
っ
て
い
っ
た
。
比
較
的
大
き
な
宮
廷
で
は
た
だ
婦
人
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
加
わ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
般
に
、
絶
対
主
義
政
策
や
宮
廷
文
化

に
対
し
て
、
反
対
や
反
発
を
感
じ
て
い
た
人
々
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ン
ー
マ
ソ
に
よ
れ
ば
、
敬
儲
主
義
運
動
は
、
拡
大
し
て
い
く
中
で
、
措
導

者
達
に
よ
っ
て
、
規
範
・
伝
統
を
形
成
し
て
い
く
。
こ
れ
は
二
重
の
帰
結
を

生
む
。
一
方
に
お
い
て
、
　
「
敬
崖
な
キ
リ
ス
ト
者
が
一
七
世
紀
後
半
の
社
会

で
感
じ
と
っ
て
い
た
ス
テ
ー
タ
ス
の
不
安
定
が
破
棄
さ
れ
」
、
「
そ
の
社
会
で

彼
ら
を
不
安
定
な
も
の
に
し
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
烙
印
を
お
す
こ
と
に
な

っ
た
要
素
が
、
　
（
逆
に
）
集
会
に
お
い
て
は
彼
ら
の
一
致
、
統
合
に
寄
与
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
」
他
方
、
「
そ
の
時
々
に
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
神
学
的
、
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

治
的
、
文
化
的
、
倫
理
的
な
問
題
か
ら
の
孤
立
と
分
離
」
を
も
た
ら
し
た
。

　
最
後
に
、
レ
ー
マ
ソ
は
初
期
三
度
主
義
以
降
の
喜
喜
主
義
の
展
開
を
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
敬

震
主
義
は
固
有
の
伝
統
を
形
成
し
た
。
こ
れ
は
次
の
時
代
も
引
き
続
い
て
受

け
つ
が
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
一
方
で
、
敬
慶
主
義
は
「
時
代
の
し
る
し
へ

　
　
　
⑪

の
反
作
用
」
と
し
て
の
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
初
期

敬
慶
主
義
は
「
戦
争
に
よ
る
惨
禍
、
絶
対
主
義
的
教
会
政
策
、
バ
ロ
ヅ
ク
的

な
浪
費
癖
へ
の
反
作
用
し
と
し
て
の
辿
書
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
、
こ
の

固
有
の
伝
統
は
そ
の
時
々
の
時
代
の
状
況
へ
の
反
応
の
中
で
新
た
に
解
釈
さ

れ
て
い
く
。
具
体
的
に
は
敬
震
主
義
に
固
有
の
伝
統
が
、
世
俗
化
と
近
代
化

に
い
か
に
対
応
し
て
い
く
か
、
こ
の
両
者
の
関
係
を
み
て
い
く
こ
と
が
「
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

慶
主
義
研
究
の
璽
要
な
課
題
」
で
あ
る
、
と
レ
ー
マ
ソ
は
考
え
る
。

　
レ
ー
マ
ソ
が
鍵
起
し
た
、
敬
震
主
義
を
絶
対
主
義
の
興
隆
と
当
時
の
人
々

の
心
性
か
ら
理
解
す
る
と
い
う
視
点
は
興
味
深
い
。
彼
は
ヴ
ュ
ル
テ
ソ
ベ
ル

ク
の
敬
虞
主
義
研
究
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
を
中
心
と
す
る

初
期
敬
虞
主
義
に
つ
い
て
は
見
取
図
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
今
後
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
集
会
囚
。
？

〈
①
纂
涛
9
ご
と
に
実
証
研
究
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
①
謎
p
答
電
g
い
⑦
ぴ
諺
雪
ρ
、
．
〉
σ
ω
o
＆
。
毎
齪
．
、
き
瓢
．
．
O
①
ヨ
。
貯
。
・
振
舞
け
、
、
一
日

　
　
マ
二
二
甥
。
鋤
ω
ヨ
話
“
〉
＝
σ
q
①
日
①
貯
ぼ
も
・
8
ユ
ω
。
9
§
篇
。
。
o
箆
巴
℃
。
。
嘱
9
0
ざ
σ
q
置
－

　
　
o
ぎ
d
σ
曾
一
①
σ
q
戸
き
σ
Q
魯
N
謹
国
馨
ω
け
9
犀
轟
鐸
鼠
国
簿
註
島
一
言
σ
q
良
＄
コ
①
江
甲

　
　
諺
鳥
ω
L
『
お
℃
心
し
O
お
（
以
下
簿
い
①
罠
嵩
コ
斜
》
σ
。
。
9
託
①
『
き
σ
Q
と
略
記

　
　
す
る
ソ
ω
・
瞬
吻
〉
ロ
筥
・
ら
o
b
σ
。

　
②
　
国
．
い
9
筥
岩
p
遵
馬
§
ミ
暗
跳
§
ミ
ミ
馬
ミ
詩
ぎ
O
ミ
蕊
↓
§
恥
§
§
ミ
、
§
周
9
礎

　
　
さ
§
爲
●
ミ
句
触
ミ
起
N
P
旨
壽
さ
ミ
ミ
ミ
“
㌧
お
①
ρ
o
o
．
峯
I
H
ご
U
o
話
．
、
〉
σ
の
。
〒

　
　
O
異
臭
σ
q
い
。
α
’
誤
．
た
だ
し
前
著
で
は
、
㊥
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
ヴ
ァ

　
　
ル
マ
．
ン
の
研
究
成
果
を
と
り
い
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
頃
’
い
。
『
ヨ
p
謬
」
U
鶏

　
　
霞
Φ
二
ω
ヨ
霧
一
ヨ
≧
8
昌
閃
鉱
。
げ
㌧
の
●
蕊
参
照
。

　
⑧
葭
．
い
Φ
げ
ヨ
覚
p
＞
げ
ω
o
鼠
韓
雪
σ
q
、
ω
幽
冠
■

・
④
奪
ミ
■
、
o
っ
幽
①
b
。
■

　
⑥
国
’
い
Φ
7
ヨ
帥
呂
b
U
Φ
『
凝
①
賦
。
・
前
論
一
目
》
犀
魯
菊
9
9
層
ψ
♂
．

　
⑥
国
■
い
9
旨
彗
戸
〉
σ
8
民
①
「
量
α
Q
、
ψ
零
ム
9
U
o
「
ω
‘
U
會
瞑
。
鉱
。
。
ヨ
島
一
ヨ

　
　
〉
一
ε
鵠
菊
臥
0
7
0
Q
．
“
O
一
曵
b
っ
凸

　
⑦
言
い
9
導
き
p
＞
σ
。
。
o
邑
霞
砦
σ
q
㌧
ω
．
①
ρ

138 （13S）



最近の敬震主義研究（中谷）

＠＠＠＠＠
導
ミ
こ
ω
．
①
①
h
．

鵠
■
ピ
。
げ
旨
p
昌
ρ
ご
葭
℃
M
⑦
ユ
ω
ヨ
＝
Q
な
一
ヨ
〉
ド
8
5
男
。
一
〇
7
0
Q
．
Q
Q
避

昌
い
①
7
巳
雪
剛
ど
〉
σ
G
。
o
邑
①
琵
雛
σ
q
’
ω
。
ざ
h
●

鵠
．
い
。
げ
面
影
ヨ
ご
U
窪
勺
一
9
冨
ヨ
o
o
q
㎞
ヨ
〉
一
8
＝
舜
鉱
0
7
ω
．
Q
o
《

担
い
9
翌
日
P
＞
σ
ω
o
＆
Φ
把
コ
σ
q
㌧
ω
’
♂
㌧
Q
。
一
h
■

五

　
以
上
の
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
最
近
の
研
究
動
向
の
基
本
線
は
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
い
く
つ
か
記
し
て
、

本
稿
を
と
じ
た
い
。

　
M
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
的
な
神
学
理
解
だ
け
で
は
決
し
て
十
分
で
は
な
く
、
そ

れ
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
改
革
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
以
前
に
H
・
ロ
イ
ベ
等
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
業
績
が
で
て
か
ら
、
し

ぼ
ら
く
の
間
は
忘
れ
ら
れ
た
か
た
ち
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
や
レ
ー
マ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
コ
レ
ー
ギ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

・
ピ
エ
タ
ー
テ
ィ
ス
や
終
末
論
の
分
析
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
お
け
る

敬
慶
主
義
の
独
自
性
が
ど
こ
か
ら
由
来
す
る
か
は
、
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
と
ア
ラ
ソ

ト
の
論
争
が
あ
る
よ
う
に
、
不
明
確
な
点
も
あ
る
。
こ
れ
と
の
関
連
で
、
ヴ

ァ
ル
マ
ソ
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
運
動
と
ド
イ
ツ
の
敬

虞
主
義
と
の
係
わ
り
を
よ
り
広
い
規
模
で
研
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
コ
レ
…
ギ
ア
・
ピ
エ
タ
ー
テ
ィ
ス
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
マ
ソ
の
揖
摘
す
る

ご
と
く
、
各
集
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
出
自
、
神
学
的
見
解
、
政
治
的
活
動
、

宗
教
生
活
、
経
済
的
関
心
、
文
化
的
活
動
等
に
つ
い
て
の
情
報
、
集
会
内
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
議
論
・
状
況
の
把
握
、
各
集
会
間
の
つ
な
が
り
の
解
明
が
、
硯
究
の
基
礎

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
敬
虚
主
義
研
究
は
、
今
後
、
絶
対
主
義
の
興
隆
と
当
蒔
の
人
々
の
時
代
観

と
の
係
わ
り
の
も
と
で
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
と
の
関
連
で
次
の
諸

点
を
の
べ
て
お
こ
う
。

　
コ
レ
ー
ギ
ア
・
ピ
エ
タ
ー
テ
ィ
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
都
市
あ
る
い
は

領
邦
内
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
、
こ
れ
を
世
俗
権
力
者

の
教
会
政
策
や
、
宮
廷
文
化
、
都
市
文
化
と
の
係
わ
り
で
み
る
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
急
進
的
分
離
主
義
的
敬
慶
主
義
と
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
等
の
教
会
的
敬

崖
主
義
と
の
関
連
の
考
察
も
、
こ
の
視
点
を
ぬ
か
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
さ
ら
に
、
敬
虚
主
義
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
お
け
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
他
の
宗

　
　
　
　
　
　
　
③

教
運
動
と
の
関
わ
り
も
こ
の
問
題
と
関
係
す
る
。
敬
慶
主
義
を
他
の
宗
教
運

動
と
の
関
連
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
の
は
、
す
で
に
E
・
ト
レ
ル
チ
国
旨
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

↓
冠
。
臥
磁
。
げ
（
一
八
六
五
i
一
九
二
三
）
　
の
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
薪

た
な
視
点
で
み
な
お
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
ヴ
ァ
ル
マ
ソ
が
提
起

し
た
、
広
義
の
敬
震
主
義
の
定
義
と
の
か
か
わ
り
も
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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「
キ
リ
ス
ト
教
が
、
政
治
的
、
精
神
的
、
文
化
的
生
活
の
ほ
と
ん
ど
あ
ら

ゆ
る
領
域
に
影
響
を
与
え
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
上
最
後
の
時
代
は
、
宗
教
改

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

革
時
代
で
は
な
く
て
、
絶
対
主
義
の
時
代
で
あ
っ
た
。
」
　
一
七
・
一
八
世
紀

と
い
う
歴
史
的
転
換
期
を
理
解
す
る
う
え
で
、
敬
慶
主
義
研
究
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
。

　
①
　
敬
虞
主
義
と
国
家
・
社
会
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
た
注
目
す
べ
き
研
究
と
し

　
　
て
、
　
O
㊤
二
頃
ぎ
臥
。
ゴ
ρ
勺
§
も
§
臥
§
轟
§
琶
勺
ミ
慾
ミ
色
勲
硲
刈
ご
H
（
貯
葛

　
　
U
超
℃
。
『
旨
餌
目
讐
U
o
『
冨
一
一
Φ
ω
。
9
空
①
賦
ω
ヨ
霧
暮
α
α
。
円
箕
Φ
戸
る
齢
9
0
0
α
雷
馨

　
　
暮
仲
禽
卸
ざ
紆
ざ
『
鵠
同
・
（
H
・
）
”
お
2
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
敬

　
　
慶
主
義
の
神
学
的
理
解
を
M
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
研
究
に
負
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、

　
　
終
末
論
な
ど
の
関
点
か
ら
、
そ
れ
ら
を
も
う
一
度
見
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
②
　
出
■
い
。
ぴ
ヨ
き
P
＞
σ
ω
o
営
α
g
量
σ
q
、
q
α
．
ミ
h
．
…
U
⑦
弓
。
α
こ
∪
巽
艶
。
匡
ω
ヨ
島
一
塁

　
〉
一
8
昌
国
①
一
〇
鐸
ω
．
㊤
一
●

③
こ
れ
は
レ
ー
マ
ソ
が
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
出
・
い
①
『
導
雪
P
＞
7

　
ω
o
＆
①
把
轟
》
ω
’
δ
h
∴
U
駿
。
・
‘
U
醇
瞭
⑦
賦
。
。
日
霧
一
ヨ
と
3
昌
菊
①
一
〇
7
も
q
・
ヨ

　
一
0
9
な
お
、
U
葭
ω
‘
0
9
ω
N
鼠
畠
犀
。
『
島
窃
〉
げ
。
。
o
ξ
凱
。
・
旨
g
ω
㌧
6
Q
。
O
（
O
ξ
一
甲

　
8
簿
ロ
ヨ
嬬
＆
Ω
o
ω
①
一
『
魯
鶏
け
、
切
9
Φ
）
参
照
。

④
脚
岸
8
零
ω
。
劇
U
富
ω
o
N
冨
一
8
汗
窪
α
。
H
。
鐸
肪
島
。
9
目
穴
搾
畠
魯
琶
α

　
○
把
℃
℃
①
P
H
り
篤
●
な
お
、
拙
稿
「
E
・
ト
レ
ル
チ
の
新
プ
μ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ

　
ム
論
」
『
香
川
大
学
薮
育
学
部
研
究
報
告
第
－
部
』
5
9
号
、
一
九
八
三
年
、
参
照
。

⑤
　
鍔
い
魯
ヨ
四
嵩
＝
、
U
霧
N
臥
山
岸
①
『
号
ω
〉
げ
ω
o
一
書
一
肋
ヨ
霧
、
ω
．
Φ
。

　
〈
追
記
〉
　
本
稿
は
昭
和
五
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
A
）
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
（
香
川
大
学
教
育
学
部
講
師
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